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グラスゴｰ時代1929-937

1930年代のグラスゴｰ大学は他大学の地質学教室に比

べると大きい教官陣をようしていた.当時の慣例とし

て主任教授は400人から500人におよぶ第1学年生に講義

しなければならなかった.ベイリｰの同僚J｡ウェイ

ァｰW.J.マッコｰリｰンとの共著に泣る“Introduc-

tiontoGeo1ogy"(1938)はこの講義をまとめたもので

ある.ベイリｰは学生の生活に深い関心を示した.

ボクシングのレフリｰをつとめるようになったのも当然

のなりゆきといえよう.ベイリｰは1914年にJ.S･フ

レット夫人の妹アリス･メｰスンと結婚した.アソス

は魅力のある彼の姉のように思いやりのある女性だっ

た.ベイリｰ夫妻はよく学生や同僚を家庭に招いたし

彼等も学生主催のダンスパｰティに夫妻を招かたいとい'

うことはめったになかっ牟.こういう時ベイリｰは初

めから終りまでダンスを楽しんでいた.パｰトナｰか

らみごとなダンスでございますねと言われた時は幸

福そのものにみえた.彼はメコットランド･ユｰス･

ホステル連盟の初期会員になり1932年から1937年にか

けてそのグラスゴｰ地区支部長をつとめた1彼のこの

方面の関心はその後グラスゴｰを離れてからも長く続

いた.そして1948年には同連盟の名誉会長に推されて

いる.上級学生向けの彼の地質学の講義は充実して興

味のつきたいものだったが延々時間を超過することが

しばしばだったといわれる.しかしグラスゴｰでこそ

実のところ真に重要な研究を燃えあがらせたのである.

グレイデイッド･ヘッディングの重要性を認め堆積作

用と造構運動に関する二つの論文を書いた(19301936).

その中で海底地震に伴う波浪によって一たん堆積した

砂層物が一気に可動して混濁しより深い場所で粗粒物

から細粒物へと累重する可能性に着目した.これカミ

きっかけとなって乱泥流説を地質学に導入したPh･H･

キュｰネンとC.I.ミクリオリニ(1950)による実験が行

なわれ地向斜の堆積学上の諸問題のみならず現在の

大洋底の地形堆積物に関する理解の糸口を与えること

になった.乱泥流は今やとくに深水底における堆積

機構を説明する重要な現象とみたされている.ベイリ

ｰは大学で一層学問上の自由を享受した.W.J､マッ

コｰリｰンとはパｰスシアｰとAntrimの変成岩を研究

J.ウェイアｰとはササランド東部海岸沖のギンメリッジ

SirC.J.Stu眺1efieM著

岡田博有訳

期海底断層を研究した.彼はまた“Tectonicessays

mainlyA1pine"(1935)を出版したがこれはL.W.コ

レの｢アルプスの地体構造｣(127)の補遺的なものとし

て企画されたのである.その中の一章｢地体構造発見

年譜1775-1893｣はとりわけ読者を魅了させずにおかな

かった.ベイリｰは1933年ワシントンの万国地質学会

議に出席1935年にはオラブ･ホルチダｰルとノルウェ

ｰの岩石地質構造を見学した.･このノルウェｰ訪門

はホノレテダｰノレとの共著｢北酉ヨｰロッパのカレドニｰ

デス｣となって結実した(1938).1936年にはJ.亘.マ

ッキンR･バノレクと連れだってアバラチャ山地を訪れペ

ンシルベニア山麓にみられる横臥摺曲の証拠について検

討した.

地質調査所復帰1937-1945

1929年ベイリｰが地質調査所を去った時ロンドンの

本部はジャｰミン街のビクトリア風のビルにあり幾多

も同僚たちとの討論のためにここで数目過したことカミあ

った.しかし地質調査所創立100年目の1935年にはサ

ウス･ケンジントンにすばらしくモダｰンな博物館が新

しく開館した.その開館祝賀会の数か月後フレット

は地質調査所長兼応用地質博物館長を退きその後任バ

ｰナｰド･スミスは在任わずか10か月で執務中死亡した.

その後1937年4月ベイリｰが引き継ぐまでW.F,P.マ

ックリントックカミ所長事務を代行し所長職は空席のま

まであった.ベイリｰは研究時間を与えられること

と職務管理は副所長に内定していたマックリンドック

によって十分補佐してもらうという条件で調査所･博

物館に復帰した.調査所機構の管理業務遂行計画の

いくつかは彼の調査所吏の著書にうかカミわれる.しか

し大戦はそれらの計画の多くを実行不能にしたのだった.

出版面での変化についていえばこれまで調査所員の短

報をおもにのせていた業務進行要録の特別号を廃止して

ブレッティン･シリｰズを発刊させた.しかしブレッ

ティン第2号カ油たきり大戦で休刊とたった.この中

の一号にベイリｰはスカイのカレドニア構造運動と変

成作用についての論文を寄せている.ベィリｰが1937

年ソ連で催された第17回万国地質学会議に出席した時

次回の第18回会議を1940年ロンドンで開催するよう要請

された.彼がロンドンに帰ると諸種の委員会が組織さ�
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れマックレンドックは組織委員会の二人制事務総長の一

人に任命された.地質調査所カミイキリス各地の地質巡

検の企画と案内の主役を依頼されるとベイリｰは巡検

企画委員会の委員長に推された.この国際会議は大戦

のため延期されたカミ同委員会の活躍はめざましかった

ので大戦後の1948年国際会議開催の諸準備が再開され

るやベイリｰの委員会は容易に現時点に即した機能を

発揮した.

大戦中調査所の6インチ地域地質図幅の作製業務は

中止され所員の努力目標はもっぱら国家の戦争遂行に

必要な資源に関係したあらゆる仕事に切り換えられた.

地図類岩石鉱物化石などすべてロンドンから疎開

され調査所博物館がロンドン地区銃後防衛本部となっ

た.ベイリｰは所長室を行政官に明け渡し危険など

には持ち前の無頓着で博物館の屋根裏廻廊に机を出して

仕事をしていた.1940年銃後防衛隊が組織されると

ベイリｰは地質調査所およびロンドン第58区大隊のロン

ドン地方部隊を統帥する陸軍中尉を拝命した.1942年

まで彼はこの職務に楽しく従事していた.そのほかベ

イリｰがたずさわったものに火災監視ヴィｰ･ワン

(無人爆撃機)警報などがあった.彼はまた大戦中地

質調査所カ油した各種報告や戦時パンフレットの編集に

も時間を割がなければなら衣かった.

そのほかベイリｰが喜んでたずさわった仕事がある.

それは1943年イギリス国内地図作製のため英国科学振興

協会(BritishAssociation)カミ組織した小委員会の仕事

を委嘱されたことである.この課題は625,000分の1

(約10マイル1インチ)の縮尺で2枚に分けた地図を出

すことで解決した.この2枚で大ブリテン島をカバｰ

しそれぞれの地図には10キロメｰトル間隔の方眼線カミひ

かれている.ベイ'リｰは地質調査所としてもこれに

庶じた2枚の地質図を準備することを了承し彼自身ス

コットランド北部イングランドの一部北アイルラン

ドを被う北半分の地質図準備に主力を注いだ.この地

質図はベイリｰの在任中出版されなかったカミ1948年の

第18回ロンドン万国地質学会議のさいには発行体勢が整

っていた.

1943年には敵に包囲されたモｰルタ島の水源を確保す

るためそこに渡りさらに同年地質学上の問題のコンサ

ルタントとして二度ジブラノレタノレにも行った.このジ

ブラルタル旅行の副産物としてジュラ紀チャｰトから

放散虫を発見しジブラノレタルの地質構造をナッペと判

断してLシャンティｰユLコｰベノレらの解釈を支

持した.ベイリｰはさらにこのナッペをRif川で

P.ファロオカミ確認した衝上断層の延長にあたると考え

た.ベイリｰは1945年度新年授爵でナイト(Knight

Bacheユ｡r)に列せられた.同年4月14目彼は地質調査

所および博物館を退官した.彼は所長時代の刻一刻

を楽しんだと思われるかもしれないが管理職にあって

終始幸福だったわけでは決して狂い.とくに後年はそ

うであった.著者はしかしながらいろんた点でベイ

リｰのもとで勤務できたことを誇りに思っている者の一

人である.

弓■退1945-1965

退官後間もなく外務省のはからいもありサｰ･アレ

キサンダｰ･ギッブらの招きでイラン政府のためにテ

ヘランの北東Lar河のダムサイトに関する報告書を作

るためイランに渡った.その時彼は前の同僚R.

C.B.ジョｰンズ博士をも同行した.この報告書は提

出された.この旅行により従来中新世地殻運動しか

知られていなかったこの地域に白亜紀後期ないし第三紀

初期のそれの兆があることが確認された.デボン紀の

岩石はライアスの上に衝上したものと解釈した.これ

らの新しい発見と第四紀火山pemaVend山について

1947年のロンドン地質学会で報告した.

1948年万国地質学会議は予定通り開催されベイリｰ

はプレ･コングレス･エクスカｰションとしてムルとア

ドナムルノ･ンにポスト･コングレス･エクスカｰショ

ンにはベン･ネビスグレン･コウおよびバラチュリッ

シュの案内を受け持った.会期中ベイリｰはロンド

ンにおける夕べの催しとしてrスコットランドの構造発

達史｣と題する記念すべき講演を行ないこれは1950年

に印刷になった.

ベイリｰはエジンバラに引退した.ここでは朽葉色

ツイｰドのゆるいゴルフズボンをはいてグリｰンビル

･ガｰデンの自宅からエジンバラ学士院やエジンバラ

地質学会はたまたエジンバラ大学地質学教室かサウ

スバｰクの地質調査所へ行きつもどりつする懐しい姿

がしみじみとまぶたに浮かぶのである.週末には相変

らず目立ちやすいショｰツをはいてノ･ンマｰを握りエ

ジンバラ地質学会の野外集会に出かけたものだった.

彼はグレン･コウ第2版やいくつかの他の論文を執筆

しながらサウスバｰクの図書館で過す時間が多かった.

関心を寄せてくれる地質家仲間には彼が研究している

どんた断片的な部分でも自分のアイデアを説きあるい

は巡検の企画案内を買って出てそれによって自分の結論

を明らかにし解釈の正しさに自信をもったこと枚ど話�
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して聞か世るのカミ薬しみであった.

サｰ･エドワｰドとベイリｰ夫人の邸宅は彼等の若

い頃と相も変らず地質家たちのメッカであった.えも

いえぬゆかしさで振舞われるベイリｰ夫人にお茶を接待

されるのを壊しむ人々が多かろう.

ベイリｰの地質学研究はW.J.マッコｰリｰンの協

力を得て更めて開始された.彼等は1952年Bauantrae

蛇紋岩はBemaneHeadラジオラリア･チャｰトの堆

積に引続く噴出による海底溶岩であろうと示唆した.

一年後彼等二人のトルコ旅行の成果としてアンカラ複

合岩体とアナトリア衝上として知られる構造を扱った時

トルコの蛇紋岩は地向斜沈積物としてのいわゆるシュタ

イソマン･トリニティ〔GSteinmamのいう枕状溶岩

蛇紋岩放散虫岩の三種岩石構成〕の一部のように深海

に流出した溶岩だとした.さらにコｰンウォｰルの

枕状溶岩はそのシリカカミ海水中に溶脱した結果海面

近くの放散虫の増殖を促カミしたというフレットデュｰ

イらの見解を基にして放散虫チャｰトまたは石灰岩で

被われたトノレコの蛇紋岩の炭酸塩化した最上部も同じよ

うな理由によるものとみなした.ベイリｰとマッコｰ

リｰンは1960年再びシュタイソマン･トリニティを論

じている.彼等はまた共同でアｰマｰ州〔北アイル

ランド〕SlieveGulhonの小貫入岩体とイタリア･ア

ペニン山地の地質構造とについて書いた.

栄欝

ベイリｰは第一次大戦での武勲と受爵の栄光に輝やい

たほか数々の賞牌表彰を受けた.1930年英国学士

院会員(RRS･)に選ばれ1943-1945年には学士院

評議員を勤めたほか1945年学士院副院長に就任した.

1943年学士院賞(ロイァル･メダノレ)受賞.1945年ノノレ

ウェｰ科学文学アカデミｰ外国人会員;1941年インド国

立科学研究所名誉評議員;1944年ワシントンの国立科学

アカデミｰ外国人会員;1946年ベルギｰ王立アカデミｰ

会員;1948年スイス科学アガデイミｰ名誉会員.次の

各大学から名誉博士号を授与された:1936年ノ･一バｰド

大学S.D.;1939年バｰミンガム大学D.Sc.;1946年

グラスゴｰ大学LL.D.;1946年ベルファスト大学D,Sc.

;1952年ケンブリッジ大学Sc.D.;1964年エジンバラ

大学D.Sc.彼はケンブリッジ大学クレア･カレッジ

の名誉評議員でもあった.

エジンバラ学士院からは1920年度ネｰル賞牌をロン

ドン地質学会からはウォラストン賞(1910)ビッグズビ

ｰ･メダノレ(1923)マｰチソン･メダル(1935)ウォラ

ストン･メダノレ(1948)をそれぞれ授けられた.さらに

エジンバラ地質学会からは彼の前上司を記念して設立さ

れたクロｰ･メダルを受けた.

1928年には英国科学振興協会C部会会長として同評議

会のために貢献1954年のセイロン科学振興協会の年次

大会に英国科学振興協会を代表して出席した.

1956年ベイリｰは夫人に先立たれてから彼はロンド

ンに帰り建築家である息子ダグラスの近くに住んだ.

彼は元通りロンドン地質学会にはきまって出席していた.

まだしばらくは英国科学振興協会にも顔を出していた.

彼は巨匠といわれる地質家とくに地質学のパイオニア

やアノレプスの構造を手懸けた地質家達の伝記を書くのカミ

薬しみだった.彼は1959年学士院記事にチャｰルス･

ライエルの伝記を発表したがこれは大きく加筆され本

として1962年に出版された.死の直前にはジェｰムス

･ノ'ツトンの研究を完成していた.

ベイリｰは回シドンからしばしばエジンバラを訪れて

はなじみ深いアｰサｰズ･シｰトブラックフォｰド

･ヒノレ〔エジンバラ市内の下部旧赤色砂岩時代の火山岩

類からなる小丘の公園〕アカッシｰズ･ロック〔前記

公園内にあり1840年スコットランドにおける氷河地質

学研究の先鞭をつけたスイス地質家L･Agass1zを記念

して名づけられた〕の感慨をあらたにしていた.ベィ

リｰは1962年12月ミス･メアリｰ･Ml.W｡ヤングと再

婚遺族には同未亡人と前夫人との間にもうけた令息

と令嬢がいる.

地質学以外にもベイリｰは植物学鳥類学物理学

数学の一面に鋭い関心を払った.多年彼は名士録の趣

味欄に｢地質学｣と記載していたがずっと後年にはそ

れは｢科学の研究｣に変った.これまで述べてきた所

は一綱ではいかない多才な彼の個性の一面にすぎ狂い.

これにベイリｰ全盛期の西部高地班に勤務していた

J.Eリッチｰ博士が捧げた次の讃辞を添えさせていた

だきたい.

r科学的な物の見方につらぬかれた強い個性の人ベイ

リｰはもともと個人主義者であったカミ仲間の仕事を

統率支援する点での役割は見事だった.野外では

問題が何であれそれが自分自身のことであろうと人の

ことであろうと彼はそれを常に光明で照らし出し地

質学における世界の傑人にふさわしくデｰタをまとめる

時の洞察力はさえきっていた.時には誰も従うだろう

と無謀とさえ思える考えをも過信するところがあるよう

だった.また彼の判断は多くの場合正しかったカミ常

に困難夜道をとった.それゆえに彼の書き物はむず

かしく内容の筋をたどるのは至難である.これは

彼が最大の情熱を注いで取組んだことからが最も複雑な�
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ジオロジｰであったことを思えばむしろ当然のことかも

しれない.なかんずくわれわれはインナｰ･ヘブリ

ディス帯の中部ムルの火山迷入吏の中で継起する複雑な

事件とスコットランドおよび北東アイルランドのダノレ

ラディアン変成岩類のくり返し榴曲した大福曲構造の二

つに関してはしるしておかなければならない.決して

頭カミ体まる服とてなく彼は常にオリジナルな研究に打

込んで多忙だった.かつての調査所時代の同僚W.

B･ライトがいつだったか次のようなことを言ったことが

ある:ベイリｰに耳を傾けるのはちようど車輸が冷酷な

までにギｰギｰとまわり続ける音を聞くよう在ものだ

と.全くその通りである.

｢彼の第1目的は基本型を完成して他の資料に当ては

めることであった.指針的考えは一度掴むとたとえ

それが苦心の末であろうとしばしばそうなのだカミいわ

ばひらめきによるものであろうと情熱に昇華していっ

た.時にはアイデアは無理やりに文章にされ場所

柄にもない奇妙な言葉とさえなることカミあったようだ.

しかし文章の常識から外れてもそれだけ真似られ狂い

ところがあり感情が盛られ激しい議論となるよう匁

ところも微妙なニュアンスで受けとめた.説明や記載

はできるだけ圧縮され端的に表現した英語の文体に接

すると生き生きと言葉を弾ませた彼の筆に楽しささえ

うかがえるのである.

｢研究課題を選択する彼の態度は実にさっぱりしたも

のだった.どんな課題でも思うままに研究し書けた.

人がすでに手がけたものでもあえて取りあげたであろう.

彼はすでに研究された場所へも熱心たまでに訪れること

に喜びさえ感じていたし用干心と思われる露頭を検討し

ては独自の考えを編み出した.さもたければ出版され

た記載から原著者とは全く違った考え方を産み出したの

も彼だからこそである.しかし決して原著者のオリジ

ナルた成果に敬意を忘れてはいなかった.ともあれ

すなおにこうした知識の前進を認めないわけにはいかた

いのである･とくに未解決の問題に取組むことを楽し

みにする者にほある解決を執ように追求するのはた

とえそれが時に先輩には困惑と思えても当然の帰結そ

れも偉大な価値ある必然の結果であった.

｢ベイリｰのきわだった性格の一つは公正さであった.

しかしそれは虫の居所にもよった.何でもない目に同

僚が野外よりも室内を好むと容赦しなかった.この種

の情景を描写すれば雨を水平に降らせるようなものだ

った!第一次大戦前や1914年の彼の結婚前は彼との

生活は生やさしいものではなかった.それだけにその

後エジンバラグラスゴｰロンドンの家庭でのベイ

リｰ夫妻の振舞ぶりは信じがたいほどだった.そこに

は数々の友情が結び合った.彼の偉大な義兄サｰ･

ジョン･フレットのようにベイリｰもまた病気にでも

なった方カミありカミたいと思うことがあった.実際しば

しば己れによく堪えた.隔年毎の野外調査では長い

山野の践渉で決った免度から照りつける暑い陽射しを受

けて彼のむき出しのすねは陽焼でひるみながら家路に

っいたものであった.そして二三目テントか小屋で無

理やり病人にされたこともあった.これらの厳しい調

査行にあって彼はテニスンの｢戦艦リベンジ号｣やブ

ラウニングの｢祝盃を挙げよ一のような鼓舞的な詩を口

ずさみわが身を励ましたものだった､またある長い一

目も暮れようとするたそがれ時通りがかりの店で食品

を買込んだ仲間と積上げた道路用石材の上に道をはさん

で腰をおろしベイリｰにも恐るおそる差し出された乾

パンを手に皆調子を合せたように口をもぐもぐさせて

いた.

｢これ以上勤勉な働き手はいようはずが桂いほどだっ

た.一寸の光陰も無駄にし狂い彼の勤勉さを絵にかい

たようた想い出かある.一つはムルのグレン･フオ

ｰサで洪水によって冠水した草地の中で濁流はすで

にテントのそばまで寄せてきた野営のベッドに横たわり

たがらベイリｰは郵送されてきた一冊の物理学書を読

んでいた釣鐘型テントの中の想い出;今一つ7月

の夕暮時まだ山で地図作りをやめない彼はさらに

2000フィｰトかもっと登って山頂にたどりつきそれか

ら山をおりて海辺の小屋に夜の明りを求めた.そこで

は簡素な夕食が彼を待っていた.

｢ごく最近は彼がこよなく愛し彼の足印を押され

た場所グレン･コウバラチュリッシュグレイ･ネビ

スヘの忘れ得ぬ最後の地質巡検を行ない肉体的にも頭

脳的にもガイドとして参加者一行との調子がほとんどく

ずれなかった.この時以前幾度となくこの有名な地

域の地質巡検で彼と行動を共にしたことのある参加者の

一人はこの複雑な地質をこれほど明確にこれほど的

確に呈示したのを知らないほどであった.

｢科学の指導者としてベイリｰは多くの役割を果した.

まずはじめはB･Nピｰチ次いでC.I1クロｰによ

って率いられたスコットランド班の地域地質家として

その業務の科学的経済的役割を増大させた.職務の関

係上フィｰルドから遠ざからなければならないと思う時

にはほかに自由を求めそれをグラスゴｰ大学の地質�
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学教授として射止めたのである.教授し研究する場

においても同じように彼は多くの人々に生活の向上へ

の忘れることのでき扱い礎を与えた.そのように地

質調査所でも大学でも限りない情熱カミ後の統率のもと

に自らの行動によって植えつけられたのである.

r最後に彼が最初自ら選んだ地質調査所の所長とし

て1937年ロンドンに呼び帰された時彼にとって必須条

件である研究活動を続けなければ放らないという困難な

決意をしたのである.この後すぐさまヒットラｰの

戦争がぼっ発運命の転換に直面した.それにもかか

わらずス･ゴットランドからはるばる彼を訪れる友人は

依然として昔の情熱にいささかも変りのない彼をみたも

のである.しかし仕事のためにはロンドンの本部で

あれ委員会の議場であれ野外班や地方駐在所の視察

であろうとモｰルタ島セイロンまでもの海外であろ

うといかなる所でも彼は常に全努力を傾注した』

私は追慕の辞をいただいたリッチｰ博士と貴重狂資

料を提供してくださったレディｰ･(メアリｰ)･ベイリ

ｰダグラス･ベイリｰ氏O.M.B､プルマン教授

W.J.マッコｰリｰン教授ならびにG.H一ミッチェノレ

博士に心からの謝辞を捧げる.

C.J.スタプルフィｰルド

訳者のあとがき

この訳文の原著はGJ.Stubb1efie1d:EDWARDBAT-

�������������牡�楣��浯楲�昀

䙥湯�潦����卯捩整礬噯�浥測�癥�敲

ユ965)である.

ベイリｰは地質学における多方面な分野に卓抜した貢献を遂

げた真に偉大なジオロシストといえよう.晩年はライエル･

ノ･ヅトンなど“goandSee"のイギリス地質学の伝統の礎を築

いた巨匠たちの伝記を残そうとしていたがノ'ツトン伝記の上

梓をみることなく1965年3月世を去った.私がこの計報に接

したのはベイリｰカミグレイデイッド･ヘッディングの模式地

の一つとして指定したウェｰルズのアベリスツイスの旅先で

たまたま買った新聞紙上であった.この時からベイリｰにつ

いての関心はつのるぱかリでサｰ･C.J1スタブルフィｰル

ドの筆になるベイリｰ追悼の格調高い文章に接した時の喜びは

ひとしお大きいものがあった.

私はしかしベイリｰの偉大な足跡のほんの一面についてし

か述べることができない.それは1930年に発表された論文

“New1ightonsed三mentati㎝andtect㎝ics"(Geo1.Mag､,

vo1.78,PP.77-92)で代表されるように“駆aded七edding"

と“current-bedding"の地質学的意義に関する学説を確立し

たことである1この学説は一方ではキュｰネンによって大

きく発展され乱泥流説として今日きわめて強い影響を学界に

及ぼしていることは周知の通りである;他方堆積作用と造

構運動との関係の重要性を強調したベイリｰの理念はアメリカ

においてたくましい成長を遂げこれが堆積学の今冒の発達に

寄与した貢献はいくら強調しても足りない.ベイリｰは堆

積学の父R.C.ソルビイに続く巨匠の一人として堆積学史

上に不朽の名を残すであろう.

私達カミ現在地層の上下判定に当然の手段として使っている

地層の級化成層斜交層理を初めてこの目的に使える確信を

もった時のベイリｰの感激は上記引用論文中に香り高い文学

的筆致とあいまって脈打っているのがうかがわれるのである.

また広域地質図のお手本ともいうべき大ブリテン島全域をカバ

ｰする二放の潜危地質図(縮尺ユ/625,000初版1947年;第2

版1957年;改版1964年)の完成もベイリｰに負う所カミ大きいこ

とは本文の通りである.これは英国地質調査所職務を天職と

し図幅調査に生きがいを感じたベイリｰを得てはじめて可能

であったろう.重厚な英国的伝統と教養にはぐくまれた強

い個性の人サｰ･E.B.ベイリｰの人聞像はかつての部下サｰ

･C.J.スタブルフィｰルドの心情の発露を筆に託した名文に

よってここに余す所なく描かれている.それは読者に深い感

動を呼ぶと同時にジオロシストとしての規範を垂れてくれて

いるように思われる.

なお著者サｰ･スタブルフィｰルドは古生代の地史･古生

物学的研究を専門とし多年英国地質調査所にあってサｰ･ベ

イリｰを補佐後同調査所長(1960-1966)を務めた.サｰ･

ベイリｰと同じく調査所に天職を得た人である.1965年新

年授爵でナイトに列せられた.英国学士院会員(F･R.S.).

日本語翻訳を心から喜ばれ咲くその許可をくださったサｰ

･スタブルフィｰルドに厚くお礼申しあげます.原文の香り

を日本語の中にうつすことができないばかりかその格調を汚

したとすればそれらはただ訳者のみの責任であります.翻

訳権を与えてくださった英国学士院訳文を御校閲くださった

松本達郎教授に感謝いたします.本訳文の出版にあたって

その格好の場を得ましたのはひとえに調査所当局ならびに永

野篤行技官のご好意によるものであリ心からの謝意を表する

次第であります.

(訳者は九州犬学理学部地質学教室)
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